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韓
国
大
邱(

テ
グ)

の
遺
族
会
総
会
に
参
加
し
て 

～ 

四
半
世
紀
に
わ
た
り
「
築
か
れ
た
信
頼
関
係
」
を
力
に 

～ 

共
同
代
表 
内
岡
貞
雄 

１
．
は
じ
め
に 

 

74
周
年
追
悼
集
会
（
２
０
１
６
年
１
月
30
日
）
の

翌
日
、
韓
国
遺
族
会
の
皆
さ
ん
と
恒
例
の
懇
談
会
を

持
ち
、
今
年
７
月
に
韓
国
遺
族
会
総
会
が
大
邱
（
テ

グ
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
刻
む
会
」
か

ら
も
島
敞
史
顧
問
を
は
じ
め
５
名
が
参
加
す
る
こ
と

に
し
た
。 

 

今
回
の
訪
韓
目
的
は
、
遺
族
の
方
々
（
息
子
、
娘
、

孫
、
ひ
孫
、
甥
等
々
）
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
体
を
採
取
す

る
こ
と
に
あ
る
。
過
去
２
回
、
遺
族
11
人
か
ら
Ｄ
Ｎ

Ａ
採
取
を
し
た
が
、
そ
の
保
管
が
十
分
で
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
今
年
３
月
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
院
内
学
習

会
（
東
京
）
に
参
加
し
た
小
畑
事
務
局
長
か
ら
新
た

な
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
①
採
取
し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
自
然
の
ま
ま
で
は
劣
化
す
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ス
80
度
の
状
態
で
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
福

岡
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遺
伝
子
情
報
セ
ン
タ
ー
が
最
新

技
術
と
設
備
（
久
留
米
市
研
究
所
）
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
日
本
政
府
（
厚
生
労
働
省
）
が
韓
国
人
遺

骨
（
軍
人
・
軍
属
）
に
関
し
て
、
韓
国
人
遺
族
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
要
求
に
協
力
す
る
方
向
で
検
討
す
る
方
針

で
、
韓
国
政
府
か
ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
適
切

に
対
応
す
る(

た
だ
し
、
費
用
負
担
は
韓
国
政
府)

と

い
う
朗
報
も
届
く
。
し
か
し
な
が
ら
「
刻
む
会
」
に

と
っ
て
の
今
一
つ
の
「
ハ
ー
ド
ル
」
は
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
中
に
起
こ
っ
た
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
犠

牲
者
を
上
記
の
対
象
に
加
え
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
韓
国
遺
族
会
と
の
『
信
頼
関
係
』
を

土
台
に
、
各
方
面
か
ら
「
広
範
な
力
」
を
結
集
す
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
。 

２
．
総
会
＆
懇
親
会 

 

７
月
２
日
（
土
）
、
大
邱
の
街
は
早
朝
か
ら
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
天
候
は
回
復
し
強
い

日
差
し
が
も
ど
っ
た
。
私
た
ち
は
大
邱
市
場
を
ひ
と

回
り
し
て
中
区
大
鳳
洞
の
会
場
に
向
か
っ
た
。
真
覚

（
チ
ン
ガ
ッ
）
文
化
会
館
の
大
広
間
に
は
、
す
で
に

遺
族
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
お
り
、
金
亨
洙
会
長
、

楊
玄
副
会
長
、
孫
鳳
秀
事
務
局
長
は
じ
め
遺
族
の

方
々
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
会
場
の
予

約
は
大
韓
佛
教
眞
覺
宗
の
総
務
部
長
さ
ん
の
ご
配
慮

に
依
る
も
の
と
い
う
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
開
会
の

挨
拶
等
は
後
回
し
、
早
速
、
遺
族
の
方
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

採
取
が
始
ま
っ
た
。
採
取
者
の
名
前
、
犠
牲
者
と
の

続
柄
、
真
相
糾
明
委
員
会
報
告
書
の
ナ
ン
バ
ー
、
検

体
ID
、
備
考
等
々
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
。
検
体
者

の
顔
と
名
前
を
ま
ず
確
認
し
、
デ
ー
タ
を
正
確
に
記

録
し
て
い
く
。
韓
国
語
の
や
り
取
り
な
の
で
、
堤
さ

ん
（
通
訳
）
に
ご
苦
労
を
か
け
な
が
ら
、
作
業
に
当

刻
む
会 
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遺族会総会における DNA 採取の様子 
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た
る
小
畑
さ
ん
と
山
内
さ
ん
は
大
変
だ
っ
た
。
採
取

作
業
を
担
当
さ
れ
た
孫
事
務
局
長
も
大
忙
し
の
ご
様

子
。
二
～
三
人
の
検
体
を
終
え
た
頃
か
ら
、
作
業
が

順
調
に
動
き
は
じ
め
た
。
当
初
、
何
人
が
出
席
す
る

か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
遺
族
参
加
者
は
35
名
、
う

ち
17
名
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
採
取
が
行
わ
れ
た
。 

 

口
内
採
取
は
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
行
わ
な
け
れ

ば
正
確
な
デ
ー
タ
は
取
れ
な
い
ら
し
い
。
今
後
Ｄ
Ｎ

Ａ
採
取
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
の
確
認
作
業
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
大
切
だ
。
（
福
岡
市
の
遺
伝
子
情

報
セ
ン
タ
ー
の
助
言
）
。
そ
の
間
、
私
は
会
場
を
廻

っ
て
遺
族
の
皆
さ
ん
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
遺
族
の

中
に
、
２
０
１
２
年
の
70
周
年
追
悼
集
会
で
証
言
さ

れ
た
尹
玉
基
尼
僧
の
姿
を
見
つ
け
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
。
１
時
間
が
過
ぎ
た
頃
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
採
取
は
無
事

終
了
し
た
。 

 

総
会
は
孫
鳳
秀
さ
ん
の
司
会
で
行
わ
れ
た
。
私
た

ち
は
故
山
口
武
信
さ
ん
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
「
遺

骨
引
き
揚
げ
」
と
い
う
目
的
に
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
誓
っ
た
。
会
場
に
は
、
今
年
74
周
年
追
悼
式
に

参
加
さ
れ
た
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
の
役
員
の
姿
も

あ
っ
た
。
孫
さ
ん
が
「
大
韓
佛
教
観
音
宗
」
の
住
職
・

信
徒
さ
ん
（
約
75
名
）
が
、
来
年
75
周
年
追
悼
式
に

是
非
出
席
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
紹
介
、
こ
の
件
に

つ
い
て
「
刻
む
会
」
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
。
も
と
よ
り
私
た
ち
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
昨
年
に
続
き
、

追
悼
式
に
仏
教
式
の
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
関
し
、

特
定
の
宗
教
に
偏
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
、
参
加

い
た
だ
く
方
向
で
検
討
し
た
い
と
答
え
た
。
宗
教
者

の
参
加
は
、
国
や
主
義
・
主
張
を
超
え
て
、
人
道
上

あ
る
い
は
命
の
尊
厳
の
観
点
か
ら
も
歓
迎
す
べ
き
こ

と
だ
と
思
う
。
ま
た
、
関
係
す
る
国
会
議
員
や
地
方

議
員
の
皆
さ
ん
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
日

本
政
府
へ
の
働
き
か
け
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
の
で
は

と
い
う
意
見
が
「
刻
む
会
」
側
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
場
所
を
代
え
て
昼
食
会
と
な
り
、
私
た
ち
は

仏
教
協
議
会
や
観
音
宗
の
方
々
と
「
有
意
義
な
食
卓

の
場
」
を
持
っ
た
。 

 

昼
食
後
、
孫
石
川
さ
ん
（
孫
事
務
局
長
の
弟
）
と

申
ジ
ュ
ン
ミ
ン
さ
ん
（
申
載
鳳
さ
ん
の
息
子
）
の
お

世
話
で
、
洒
落
た
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
「
楽
し
い

ひ
と
と
き
」
を
過
ご
し
た
。
（
私
た
ち
と
遺
族
の
皆

さ
ん
合
わ
せ
て

20
名
く
ら
い
お
ら
れ
た
よ
う
に
思

う
）
。
「
ジ
ュ
ン
ミ
ン
さ
ん
は
、
宇
部
の
懇
親
会
で

『
韓
国
の
イ
ケ
メ
ン
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ご
感
想
は
？
」
、
「
ソ
ク
チ
ョ
ン
さ
ん
、
韓
国
Ｈ
Ｐ

が
刷
新
さ
れ
貴
重
な
情
報
が
満
載
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
ド
ン
ド
ン
増
や
し
て
く
だ
さ
い
」
、
「
総
会
に

た
く
さ
ん
の
ご
遺
族
が
出
席
さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
」
、
「
白
（
ぺ
ク
）
ハ
ル
モ
二
、
崔
（
チ

ェ
）
ハ
ル
モ
二
、
洪
（
ホ
ン
）
ハ
ル
モ
二
、
い
つ
ま

で
も
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！
」
等
々
、
話
が
弾
ん

だ
。
カ
ム
サ
ハ
ム
二
ダ
。 

 
 

３
．
『
韓
国
式
』
の
お
も
て
な
し 

 

時
は
遡
る
が
、
わ
た
し
達
が
韓
国
に
到
着
し
た
初

日
、
７
月
１
日
正
午
過
ぎ
、
韓
国
仁
川
国
際
空
港
に

到
着
。
孫
鳳
秀
事
務
局
長
と
堤
美
貴
さ
ん
（
通
訳
）

の
出
迎
え
を
受
け
、
空
港
内
の
食
堂
で
昼
食
を
と
も

に
し
な
が
ら
近
況
を
語
り
合
う
。
孫
さ
ん
は
仕
事
に

戻
ら
れ
、
私
た
ち
は
激
し
い
雨
の
中
を
、
一
路
、
洪

川
の
ビ
ー
ル
工
場
に
向
か
っ
た
。
仁
川
か
ら
ソ
ウ
ル

に
か
け
て
、
郊
外
に
林
立
す
る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

群
が
姿
を
現
し
て
は
消
え
去
る
。
さ
す
が
に
韓
国
総

人
口
の
50
％
以
上
を
占
め
る
「
人
口
メ
ガ
ロ
ベ
ル
ト
」

だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。 

 

高
速
道
路
か
ら
北
へ
60
～
70
キ
ロ
走
る
と
軍
事

境
界
線
（
38
度
線
）
だ
。
２
０
１
３
年
７
月
27
日
、

朝
鮮
戦
争
の
休
戦
協
定

30
周
年
式
典
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｚ

（
非
武
装
地
帯
）
の
瑞
和
里
（
ソ
フ
ァ
リ
）
「
平
和

と
生
命
の
キ
ャ
ン
プ
」
で
あ
っ
た
。
夜
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
福
岡
の
仲
間
と
一
緒
に
塩
川
正
隆
さ
ん
（
73

周
年
追
悼
集
会
講
師
）
が
参
加
さ
れ
て
い
た
。
南
北

朝
鮮
が
平
和
裏
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
集

会
だ
っ
た
が
、
一
方
で
、
非
常
事
態
に
備
え
た
戦
車

配
備
の
軍
事
基
地
や
Ｄ
Ｍ
Ｚ
に
続
く
道
路
を
塞
ぐ
た

め
の
巨
石
群
が
周
到
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。 

 

洪
川
ハ
イ
ト
工
場
を
見
学
後
、
私
た
ち
は
遺
族
会

会
場
の
大
邱
へ
向
か
っ
た
。
雨
は
小
康
状
態
だ
が
降

り
続
い
た
。
午
後
７
時
少
し
前
に
よ
う
や
く
ホ
テ
ル

に
到
着
。
走
行
総
距
離
は
５
０
０
キ
ロ
を
軽
く
オ
ー

バ
ー
し
た
と
思
う
。
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
運
転
手

さ
ん
に
カ
ム
サ
ハ
ム
二
ダ
。 

 

大
邱
在
住
の
朴
泂
模
さ
ん
が
、
私
た
ち
を
夕
食
に

招
待
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
ホ
テ
ル
ま
で
お
迎
え

韓国の大邱市場（2016.7.2） 
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に
来
ら
れ
た
。
ヒ
ョ
ン
モ
さ
ん
ご
贔
屓
（
ひ
い
き
）

の
「
料
理
店
」
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
は

「
ハ
イ
ト
ビ
ー
ル
で
コ
ン
ペ
！<

乾
杯
！>

）
。
次
か

ら
次
に
美
味
し
そ
う
な
料
理
が
運
ば
れ
て
き
た
。
覚

え
て
い
る
だ
け
で
も
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
、
大
好
物
の

ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き
、
大
小
の
エ
ビ
、
カ
ボ
チ
ャ
の

天
ぷ
ら
と
チ
ゲ
、
そ
う
そ
う
、
握
り
寿
司
も
出
た
。

実
際
は
も
っ
と
も
っ
と
多
か
っ
た
。
も
う
最
後
だ
ろ

う
と
思
い
き
や
、
ま
た
も
や
お
皿
が
運
ば
れ
て
く
る
。

お
腹
の
限
界
、
や
む
な
く
残
っ
た
料
理
は
ホ
テ
ル
に

持
ち
帰
っ
た
。
参
り
ま
し
た
！
こ
れ
が
韓
国
式
の
お

も
て
な
し
だ
っ
た
。
翌
２
日
の
夕
飯
に
は
、
ヒ
ョ
ン

モ
さ
ん
と
キ
ム
会
長
、
ヤ
ン
副
会
長
が
ご
一
緒
だ
っ

た
。
大
邱
郊
外
の
有
名
な
「
韓
国
牛
」
専
門
店
は
、

順
番
待
ち
の
人
々
で
大
繁
盛
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
も

て
な
し
に
心
か
ら
カ
ム
サ
ハ
ム
二
ダ
。 

４
．
お
わ
り
に 

 

最
終
日
、
仁
川
国
際
空
港
の
ロ
ビ
ー
で
の
搭
乗
を

待
つ
時
間
、
島
顧
問
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

島
さ
ん
は
遺
族
会
と
関
わ
っ
て
き
た
足
跡
を
な
つ
か

し
そ
う
に
話
さ
れ
た
。
「
一
九
九
二
年
に
韓
国
遺
族

会
が
出
来
て
ね
、
そ
の
夏
に
金
永
鉉
会
長
が
来
日
し

刻
む
会
と
し
て
初
め
て
の
追
悼
式
を
行
っ
た
ん
で
す

よ
。
あ
れ
か
ら
25
年
、
本
当
に
感
無
量
で
す
。
初
期

の
大
変
な
時
期
に
通
訳
の
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た

裵
基
秀
（
ペ
・
キ
ス
）
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
裵
さ
ん
は
『
刻
む
会
』
や
『
遺
族
会
』

の
事
情
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
良
か
っ
た
で
す
よ
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
？
そ
う
だ
な
ぁ
、
51

周
年
追
悼
式
（
１
９
９
３
年
）
で
孫
事
務
局
長
が
読

ん
だ
弔
辞
か
な
、
本
当
に
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
思

い
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
２
０
０
６
年
の
釜
山
、
ア
リ

ラ
ン
ホ
テ
ル
で
長
生
炭
鉱
元
労
働
者
に
お
会
い
し
た

時
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
特
に
金
景
鳳
さ
ん

が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
後

も
親
し
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
遺
族
会
で
、
な
つ
か
し
い
ご
遺
族
の
方
々

と
お
会
い
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。
遺
族
会

総
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
。 

 

 

昨
日
の
夕
刻
、
ヒ
ョ
ン
モ
さ
ん
た
ち
が
、
大
邱
の

街
が
一
望
で
き
る
有
名
な
観
光
地
へ
と
車
を
走
ら
せ

て
く
だ
さ
っ
た
。
雨
模
様
の
濃
い
霧
の
た
め
街
並
み

は
見
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
厚

意
は
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り

難
い
こ
と
で
し
た
。 

 

 

          
 

会長と副会長、通訳および刻む会メンバー 

 

活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降) 

※
太
字
…
詳
細
は
記
事
に
て
紹
介 

２
０
１
６
年 

▽
６
月
21
日(

金) 

『
刻
む
会
た
よ
り

61
』
発
送
作
業 

▽
７
月
１
～
３
日(

金
～
日) 

訪
韓
・
遺
族
会
総
会
出
席 

▽
７
月
８
日(

金) 

ヤ
ス
ク
ニ
問
題
研
修
会
打
ち
合
わ
せ 

▽
７
月

日(

水) 
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ

ッ
ト
に
対
す
る
県
庁
要
請
行
動 

▽
７
月

日(

金) 

第
４
回
運
営
委
員
会 

▽
７
月

日(

火) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
下
関
市
要
請
行
動 

▽
７
月

日(

土) 

夏
の
学
習
会 

▽
７
月

～

日(

土
～
日) 

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

(

山
口
市)

パ
ネ
ル
展
示
の
み 

▽
８
月
５
日(

金) 
 

第

回
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
祭 

午
餐
会(

駐
広
島
総
領
事
よ
り
招
待)

参
加 

▽
８
月

～

日(

水
～
木) 

ヤ
ス
ク
ニ
問
題
研
修
会 

▽
８
月

日(

金) 

第

回
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問
題

解
決
協
議
会 

▽
８
月

日(

火) 

「
歴
史
・
和
解
・
平
和
」
イ
エ
ズ
ス
会 

日
韓
社
会
使
徒
職
交
流 

講
師
派
遣 

▽
８
月

日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
県
庁
要
請
行
動 

▽
８
月

日(

金) 

第
５
回
運
営
委
員
会 

▽
９
月
３
日(

土) 

第
４
回
関
東
大
震
災
大
虐
殺
事
件
を

〝
忘
れ
な
い
〟
集
い(

下
関) 

関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
虐
殺

年
神
奈
川
追
悼
会 

▽
９
月

日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
県
庁
要
請
行
動 

▽
９
月

日(

金) 

第
６
回
運
営
委
員
会 
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ヤ
ス
ク
ニ
問
題
研
修
会
２
０
１
６ 

参
加
報
告 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
西
中
国
教
区 

靖
国
神
社
問
題
特
別
委
員
会 

委
員
長 

鎌
野 

真 

 
 

 

２
０
１
６
年
８
月
10
日
（
水
）
か
ら
11
日
（
木
）

に
か
け
て
、
「
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
研
修
会
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
度
は
、
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教

団
西
中
国
教
区
」
「
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に

刻
む
会
」
「
人
間
い
き
い
き
研
究
会
（
日
韓
朝
の
中

高
生
交
流
事
業
を
展
開
）
」
の
三
団
体
に
よ
る
共
催

で
あ
り
、
27
名
の
参
加
者
が
与
え
ら
れ
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
概
ね
以
下
の
通
り
行
わ
れ
た
。 

 

一
日
目
は
、
宇
部
緑
橋
教
会
に
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ア
ボ

ジ
は
海
の
底
」
を
鑑
賞
し
、
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
の

経
緯
に
加
え
、
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
戦
時
下
の

炭
鉱
事
業
の
実
態
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
次
い
で
、「
長

生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
共
同
代
表
で

あ
る
内
岡
貞
雄
さ
ん
よ
り
、
「
非
戦
＆
平
和
、
個
人

の
尊
重
」
と
題
し
て
講
演
を
う
か
が
っ
た
。
同
水
非

常
に
つ
い
て
更
に
詳
細
な
内
容
が
語
ら
れ
、
こ
の
問

題
の
本
質
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。 

 

二
日
目
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
長

生
炭
鉱
追
悼
ひ
ろ
ば
、
新
浦
炭
鉱
殉
難
者
の
墓
、
浜

中
集
会
所
、
強
制
労
働
者
寮
跡
地
、
旧
長
生
炭
鉱
駅
・

本
坑
口
・
ピ
ー
ヤ
、
長
生
炭
鉱
殉
難
者
之
碑
な
ど
を
、

内
岡
貞
雄
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
て
回
り
、

途
中
、
新
浦
会
館
に
て
当
時
の
事
故
目
撃
者
の
方
の

証
言
を
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。 

 

本
会
を
「
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
研
修
会
」
と
し
て
開
催

し
た
の
は
、
長
生
炭
鉱
水
非
常
の
経
緯
・
事
後
経
過

に
靖
国
神
社
問
題
と
根
底
で
通
じ
る
「
犠
牲
の
シ
ス

テ
ム
（
高
橋
哲
也
著
『
靖
国
問
題
』
よ
り
引
用
語
）
」

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
１
９
４
２
年
に
、
長
生
炭
鉱

は
沖
合
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
坑
道
か
ら
海
水
が
流
入

し
、
作
業
員
１
８
３
名
が
水
没
死
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
同
炭
鉱
は
朝
鮮
人
強
制
労
働
者
の
比
率
が
極
め

て
高
く
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
事
故
後
、
遺
体
の
引

き
上
げ
や
賠
償
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
民
族
差
別
の
背

景
が
あ
る
。
ま
た
、
遥
か
時
を
経
て
、
１
９
８
２
年

に
地
元
名
士
た
ち
に
よ
っ
て
「
長
生
炭
鉱
殉
難
者
之

碑
」
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
は
「
永
遠
に
眠
れ 

安

ら
か
に
眠
れ 

炭
鉱
の
男
た
ち
よ
」
と
碑
文
が
刻
ま

れ
、
国
策
と
し
て
す
す
め
ら
れ
た
炭
鉱
事
業
や
朝
鮮

半
島
植
民
地
化
政
策
の
被
害
者
で
あ
る
水
没
者
を
、

〝
日
本
国
の
発
展
の
た
め
に
命
を
懸
け
て
働
い
た

「
英
霊
」
〟
と
美
化
し
、
加
害
国
（
加
害
者
）
の
責

任
問
題
を
意
図
的
に
不
明
瞭
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

被
害
者
を
「
英
霊
」
と
し
て
祀
り
続
け
る
こ
と
で
、

強
者
が
弱
者
に
犠
牲

を
強
い
続
け
る
社
会

が
保
た
れ
て
い
く
。

こ
れ
は
、
靖
国
神
社

が
持
つ
機
能
と
何
ら

変
わ
り
な
い
。 

 

同
水
非
常
は
、
山

口
県
宇
部
市
の
地
に

あ
る
、
確
か
な
「
ヤ

ス
ク
ニ
」
問
題
で
あ

っ
た
。
こ
の
歴
史
を

 

 

今年の「夏の学習会」は盛況でした！ 運営委員 横山潤 

 毎年開催される夏の学習会は、今年は 7 日 30 日（土）に、宇部市立図書館 2Ｆ講座室で行われました。「Ｄ

ＶＤ『アボジは海の底』上映＋内岡貞雄共同代表によるクイズ」というプログラムで、10：00～、11：00

～、13：30～の 3 回実施。当初、「参加者一桁もありうるかも」と懸念されたのですが、図書館入り口でチ

ラシを配っての、井上洋子共同代表の超熱心な勧誘の甲斐あって、初回 18 人、2 回目 28 人、3 回目 33 人、

計 79 人の大盛況！3 回目は、「おそらく使わないだろう」と会場設営の際に後方に下げていた椅子にも座っ

て頂きました。 

 参加者全員に、韓国海苔のプレゼント（準備の際、1 軒の

お店では数が足りなくて、2 軒目に…でした）。 

ちいさい子どもさんからご高齢の方まで、参加者にかなりの

幅があったので、進行役の内岡貞雄共同代表は、ご苦労をさ

れていましたが、たくさんの方々が参加され、長生炭鉱のこ

とを広く知って頂く機会になったのでは、と思います。 
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正
確
に
掘
り
起
こ
し
、
犠
牲
者
や
遺
族
の
方
々
の
本

当
の
苦
し
み
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
「
長
生
炭
鉱
水

非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
の
姿
に
、
ヤ
ス
ク
ニ
問
題

と
向
き
合
う
姿
を
学
ん
だ
。
海
底
に
今
な
お
沈
む
犠

牲
者
を
真
に
追
悼
す
る
た
め
に
も
、
参
加
者
一
同
が

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
場
で
、
各
地
に
あ
る
ヤ
ス
ク
ニ

問
題
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
し
た
。 

                       

韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
祭
に
参
列
し
て 

共
同
代
表 

井
上 

洋
子 

        

あ
あ
、
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
。 

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
胸
に
湧
き
上
が
る
憤
怒

を
鎮
め
ら
れ
な
い
の
だ
。 

国
を
失
っ
て
悲
し
い
の
も
耐
え
難
い
が
、
食
べ
て

生
き
る
術
も
な
く
、
生
き
る
為
に
、 

祖
国
を
侵
奪
し
た
敵
の
地
に
来
て
、
奴
隷
の
よ
う

な
生
活
を
営
み
な
が
ら
、 

祖
国
の
独
立
を
心
の
中
に
描
き
、
飢
え
と
貧
し
さ

の
中
、
よ
く
耐
え
て
生
き
て
き
た
が
、 

一
朝
に
し
て
そ
の
尊
い
生
命
が
敵
の
地
で
、
血
を

流
し
な
が
ら
倒
れ
、
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う

と
は
。 

空
が
崩
れ
大
地
が
突
き
上
が
る
こ
の
悲
し
み
を

何
と
言
お
う
か
。 

 

韓
国
原
爆
被
害
者
協
会 

 

会
長 
成 

楽 

亀 

 

・
・
・
「
第
47
回
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
祭
」
で
読

み
上
げ
ら
れ
た
追
悼
辞
の
抜
粋
紹
介
・
・
・ 

  

８
月
５
日
10
時
よ
り
、
広
島
平
和
公
園
内
に
あ
る

「
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
の
前
で
、
民
団
広

島
県
地
方
本
部
主
催
の
「
第
47
回
韓
国
人
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
祭
」
が
挙
行
さ
れ
、
刻
む
会
か
ら
私
と
内
岡

共
同
代
表
が
今
夏
初
め
て
参
列
し
た
。 

 

３
６
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
韓
国
か
ら

も
僧
侶
の
方
々
や
高
校
生
ら
が
多
数
か
け
つ
け
て
い

て
、
韓
国
内
で
の
原
爆
犠
牲
者
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

 

１
９
７
０
年
に
民
団
の
方
々
の
ご
尽
力
で
平
和
公

園
の
外
で
は
あ
っ
た
が
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
慰

霊
碑
建
立
ま
で
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
か
、

「
刻
む
会
」
と
し
て
は
少
し
は
理
解
で
き
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
「
死
者
の
霊
は
亀
の
背
に
乗
っ
て
昇

天
す
る
」
と
い
う
故
事
に
習
い
、
韓
国
産
出
の
石
で

造
ら
れ
た
大
き
な
亀
が
祖
国
の
方
角
に
向
か
っ
て
土

台
と
し
て
据
え
ら
れ
た
、
犠
牲
者
へ
の
思
い
が
こ
も

っ
た
立
派
な
慰
霊
碑
だ
。 

今回の「ヤスクニ問題研修会」は、本文

のとおり、「日本基督教団西中国教区靖

国問題特別委員会」、「刻む会」、「人間い

きいき研究会」の共催で開催しました。

その理由の一つには、人間いきいき研究

会を通じてこの間交流が深まっている

韓国・富川（プチョン）市より来日した

高校生が長生炭鉱を学びに来る時期が

重なった事が背景としてありました。３

団体共催は初めての試みですが、結果と

して、中高生も交え、国や世代を超えた

交流の良い機会となりました。 

編集より 

【夜の交流会の様子】 

人間いきいき研究会で日韓交流している

中高生たち(上)と日本基督教団西中国教

区の皆さん(下) 

平和公園にある 
韓国人原爆犠牲者慰霊碑 

360 人を超える参加者 
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そ
の
後
、
当
然
に
も
「
平
和
公
園
の
中
に
移
設
を
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
、
民
団
や
市
民
運
動
に
支
え
ら

れ
て
、
１
９
９
９
年
に
や
っ
と
平
和
公
園
内
に
移
設

さ
れ
た
の
だ
。 

 

広
島
平
和
資
料
館
編
纂
の
「
広
島
原
爆
戦
災
誌
」

に
よ
れ
ば
、
３
～
４
万
人
の
朝
鮮
人
が
被
爆
し
た
と

あ
り
、
そ
の
内
２
万
人
余
が
爆
死
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
確
か
な
数
値
は
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
。 

た
だ
、
広
島
の
全
犠
牲
者
１
４
万
人
の
内
、
２
万
人

を
超
え
る
人
々
が
朝
鮮
人
だ
っ
た
と
い
う
軍
都
広
島

の
事
実
に
、
改
め
て
侵
略
し
た
側
の
罪
の
深
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
刻
む
会
と
し
て
遅
す
ぎ
た
関
わ
り

だ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

追
悼
の
辞
は
、
民
団
広
島
県
団
長
、
民
団
中
央
本

部
団
長
、
駐
広
島
総
領
事
、
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会

会
長
の
４
名
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
ど
な
た
も
現
在
の

朝
鮮
半
島
の
情
勢
を
憂
い
、
平
和
的
な
南
北
統
一
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
死
者
の
霊
を
慰
め
る
こ
と
に
な

る
と
訴
え
て
お
ら
れ
た
。
刻
む
会
が
そ
の
一
端
で
も

担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。 

 

慰
霊
祭
は
、
白
と
青
の
鮮
や
か
な
民
族
衣
装
を
ま

と
っ
た
民
団
広
島
婦
人
会
の
方
々
に
よ
っ
て
、
「
原

爆
犠
牲
者
慰
霊
歌
」
が
捧
げ
ら
れ
た
。
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
、
献
花
で
締
め
く
く
ら
れ
て
、
花
束
に
埋
も

れ
た
慰
霊
碑
を
後
に
し
た
。 

 

猛
暑
の
中
だ
っ
た
が
、
会
場
に
は
大
き
な
冷
風
機

が
設
置
さ
れ
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
に
凍
っ
た
お
し

ぼ
り
ま
で
配
っ
て
い
た
だ
い
て
、
民
団
の
温
か
い
配

慮
が
伝
わ
っ
て
き
た
。 

 

 

駐
広
島
総
領
事
か
ら
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
て
、「
刻

む
会
」
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
参
列
で
き
た
が
、
や
は

り
、
こ
の
場
に
日
本
政
府
代
表
が
出
席
し
、
共
に
頭

を
垂
れ
て
ご
冥
福
を
祈
り
、
犠
牲
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
平
和
の
為
に
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
場
に
な
ら
な
け

れ
ば
と
心
か
ら
思
っ
た
。
そ
の
日
が
早
か
ら
ん
こ
と

を
願
い
、
「
刻
む
会
」
と
し
て
の
責
務
を
一
刻
も
早

く
果
た
さ
な
け
れ
ば
と
心
に
誓
っ
た
慰
霊
祭
だ
っ
た
。    

 

原爆犠牲者慰霊歌を歌う民団の女性達 

韓国より来日した高校生たち 

大韓民国・国務総理所所属 対日抗争期強制動員被害

調査及び国外強制動員犠牲者等支援委員会 より 

『委員会活動結果報告書』(日本語版)の寄贈 

がありました。 

同委員会が 2004 年から開始した日本全国の強制動員

の被害調査と真相調査及び 2008 年から行った「慰労

金」の支援などの活動（2015 年 12 月 31 日終了）の成

果を記録としてまとめたものです。 

ご希望の方は、カンパ 300円(送料込)でお送りします。

事務局までご連絡ください。 

書籍のご案内 
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友
人
２
名
を
誘
い
、
３
名
で
参
加
。
誘
っ
た
２
名

は
長
生
炭
鉱
の
ピ
ー
ヤ
や
追
悼
碑
見
学
を
し
た
こ
と

も
あ
る
。 

 

開
会
の
時
間
よ
り
１
時
間
程
度
早
く
に
着
い
た
。

朝
鮮
学
校
の
中
学
生
が
「
慰
霊
碑
」
の
周
り
の
掃
除

を
や
っ
て
い
た
。
27
人
。
彼
ら
は
、
追
悼
式
の
途
中

で
き
れ
い
な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。 

 

こ
の
「
関
東
大
震
災
殉
難
朝
鮮
人
慰
霊
之
碑
」
に

つ
い
て
だ
が
、
石
橋
大
司
さ
ん
と
い
う
人
が
私
費
で

建
て
た
と
の
こ
と
。
石
橋
さ
ん
は
、
横
浜
市
長
に
震

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
墓
の
整
備
と
虐
殺
さ
れ
た

朝
鮮
人
の
慰
霊
碑
を
建
て
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
た

が
、
慰
霊
碑
は
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
整
備
さ

れ
た
「
大
震
火
災
横
死
者
合
葬
之
墓
」
の
隣
に
私
費

で
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
当
時
の
虐
殺

を
そ
の
目
で
見
て
お
り
、
口
を
つ
ぐ
む
の
は
恥
ず
べ

き
こ
と
と
考
え
て
の
こ
と
だ
。 

 

関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
被
害
者
は
、
６
千

人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
の
３
千
人
は
横

浜
で
殺
害
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
主
催
の
当
実
行
委
員

会
は
、
そ
の
横
浜
で
の
虐
殺
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
４
年
前
に
結
成
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。
会

の
目
的
は
、
調
査
の
み
な
ら
ず
、
知
っ
た
こ
と
を
広

め
る
こ
と
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
こ
と
、
更
に
責
任

を
追
及
す
る
こ
と
。 

 

参
加
者
は
１
５
２
名
。 

 

証
言
記
録
を
会
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
が
わ
る
代

読
す
る
と
い
う
手
法
で
理
解
し
や
す
く
し
よ
う
と
い

う
工
夫
が
な
さ
れ
た
追
悼
式
で
あ
っ
た
。
最
後
に
追

悼
の
舞
と
し
て
朝
鮮
伝
統
舞
踊
サ
ル
プ
リ
も
演
じ
ら

れ
た
。 

神奈川と下関でそれぞ
れ追悼集会が開催され
ました。他でも開催され
ているようですが、今
回、「刻む会」へご案内
をいただいた二つの追
悼集会に参加された方
よりコメント及び写真
をいただいたので、皆様
にお知らせします。 

９月３日(土)、第４回関東大震災大虐殺事件を

〝忘れない集い〟が下関の細江カトリック教

会ホールで行われました。韓国で真相糾明と謝

罪を求める特別法案の立法を求める１９２３

韓日在日市民連帯代表・特別推進委員会共同代

表のキム・ジョンスさんが「関東虐殺の国家責

任と日韓市民連帯」をテーマに講演されました

（参加者約６０名）。 

また、キム・ジョンスさんは、９月５日の夜に

は宇部で親睦会、９月６日には長生炭鉱の現地

をフィールドワークされました。 

日時：9 月 3 日(土)10:00～11:30 

場所：横浜市久保山墓地「関東大震災殉難朝鮮人慰霊之碑」前 

主催：関東大震災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する神奈川県実行委員会 

共済：公益財団法人横浜 YMCA、一般社団法人神奈川人権センター、 

神奈川県朝鮮人強制連行真相調査団 

報告者「刻む会」会員 大野剛義 

 

下関集会 
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愼
蒼
宇

シ
ン
チ
ャ
ン
ウ

先
生
講
演
会
報
告 

 

「
刻
む
会
」
会
員 

大
野
剛
義 

           

８
月
27
日
、
土
曜
日
。
18
時
か
ら
横
浜
に
て
、「
関

東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
の
事
実
を
知
り
追
悼
す
る
神

奈
川
実
行
委
員
会
」
主
催
の
愼
蒼
宇
先
生
の
講
演
会
。

『
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
関
東
大
震
災
に
お
け
る
朝
鮮

人
虐
殺
』
と
い
う
題
名
。 

 

こ
の
日
は
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
対
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
の
ナ
イ
タ
ー
が
あ
り
、
講
演
会
会
場
の
横
浜

中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
球
場
の
隣
と
い
う

こ
と
も
あ
り
電
車
は
超
満
員
。
こ
こ
で
も
満
員
電
車

か
！ 

 

講
演
内
容
は
良
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
で
の
虐
殺

を
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
の
関
連
で
読
み
解
こ
う
と
い

う
視
点
。
参
加
人
数
は
40
名
弱
。 

 

こ
の
愼
蒼
宇
先
生
は
、
法
政
大
学
で
朝
鮮
史
を
研

究
し
て
い
る
准
教
授
。
さ
す
が
法
政
大
学
。
講
演
中

に
東
大
の
姜
尚
中
先
生
の
名
前
が
出
て
き
た
の
で
、

姜
先
生
の
流
れ
を
組
む
人
か
と
思
っ
た
。 

 

歴
史
学
会
は
、
と
か
く
、
原
資
料
と
か
公
式
資
料

に
基
づ
か
な
け
れ
ば
史
実
で
は
な
い
、
と
い
う
連
中

が
多
い
と
こ
ろ
だ
が
、
愼
先
生
、
朝
鮮
支
配
に
関
わ

っ
た
歩
兵
第
14
連
隊(

小
倉)

の
『
陣
中
日
誌
』
を
発

見
。
こ
れ
を
読
み
解
き
、
軍
事
行
動
の
詳
細
を
把
握

し
た
。
な
お
、
『
日
誌
』
と
は
、
軍
の
公
式
資
料
で
、

そ
の
多
く
は
、
敗
戦
直
後
に
焼
か
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
愼
先
生
は
、
市
ヶ
谷
で
焼
い
て
い
た
の
が
目

撃
さ
れ
て
い
る
と
質
疑
応
答
の
時
、
言
っ
て
い
た
。

南
京
戦
も
そ
う
だ
が
、
捕
虜
の
記
録
も
残
し
て
い
な

い
軍
隊
っ
て
ほ
ん
と
「
近
代
国
家
の
軍
隊
」
と
言
え

る
の
か
？
と
思
う
。 

 
さ
て
、
話
を
戻
す
が
、
講
演
の
主
軸
は
、
こ
の
歩

兵
第
14
連
隊
を
含
む
日
本
軍
の
植
民
地
戦
争
。
氏
の

言
葉
を
借
り
る
と
「
義
兵
戦
争
」
。 

 

１
９
０
７
年
高
宗
が
退
位
、
第
三
次
日
韓
条
約
、

韓
国
軍
解
散
と
植
民
地
支
配
を
日
本
は
推
し
進
め
る

が
、
朝
鮮
全
土
で
抗
日
武
装
蜂
起
が
勃
発
。
日
本
は

日
露
戦
争
に
匹
敵
す
る
軍
隊
を
投
入
し
て
こ
の
鎮
圧

に
努
め
る
。
こ
の
時
、
歩
兵
第
14
連
隊
も
投
入
さ
れ

て
い
る
。 

 

当
初
は
、
苛
烈
な
「
膺
懲
的
討
伐
」
。
そ
も
そ
も

そ
の
根
拠
は
、
退
位
直
前
に
高
宗
が
「
暴
徒
鎮
圧
の

委
託
」
を
し
た
と
の
こ
と
。
公
文
書
と
し
て
も
残
っ

て
い
な
い
根
拠
。
こ
れ
を
受
け
た
と
し
て
伊
藤
博
文

総
監
の
命
令
権
の
も
と
長
谷
川
好
通
軍
司
令
官(
山

口
県
岩
国
出
身
と
の
こ
と)

が
こ
の
「
膺
懲
的
討
伐
」

を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

 

結
果
、
捕
虜
の
銃
殺
や
連
帯
責
任
と
し
て
村
の
焼

き
払
い
が
行
わ
れ
る
。
『
日
誌
』
に
詳
細
な
記
述
が

あ
り
、
や
っ
と
「
公
式
に
」
史
実
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
の
ソ
ン
ミ
村
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
デ
イ

ル
・
ヤ
ー
シ
ー
ン
村
を
思
い
出
し
た
。 

 

『
日
誌
』
の
集
計
で
１
９
０
７
年
７
月
か
ら
１
９

０
８
年
５
月
19
日
ま
で
の
義
兵
側
死
者
数
は
１
万
３

４
４
５
名
。
前
言
撤
回
。
見
せ
し
め
と
い
う
意
図
は

同
じ
も
、
ソ
ン
ミ
や
デ
イ
ル
・
ヤ
ー
シ
ー
ン
の
規
模

で
は
な
か
っ
た
。
日
帝
陸
軍
の
残
虐
性
は
既
に
こ
の

時
か
ら
あ
っ
た
の
か
と
認
識
を
改
め
た
。 

 

義
兵
戦
争
は
、
全
土
的
に
は
１
９
０
８
年
中
に
鎮

圧
。
甲
午
農
民
戦
争
の
本
拠
地
の
全
羅
南
北
道
は 

１
９
０
９
年
ま
で
継
続
。
全
羅
南
北
道
で
義
兵
は

徐
々
に
勢
力
を
増
し
、
１
９
０
９
年
に
最
大
規
模
に

発
展
。
こ
れ
に
対
し
日
本
側
は
「
帝
国
の
威
信
」
を

か
け
「
南
韓
大
討
伐
」
作
戦
を
決
行
。
弾
圧
。 

 

こ
の
間
、
国
際
的
批
判
を
恐
れ
、
軍
中
央
か
ら
は

「
暴
挙
の
禁
止
」
の
指
示
が
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い

る
。
今
回
、
『
日
誌
』
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

実
態
と
し
て
現
場
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
た
か
明
ら

か
と
な
っ
た
。
要
は
、
軍
中
央
の
「
暴
挙
の
禁
止
」

は
ポ
ー
ズ
で
あ
り
、
実
態
は
鎮
圧
優
先
で
あ
り
、
ま

ず
い
も
の
は
隠
ぺ
い
で
あ
っ
た
。
１
９
３
７
年
南
京

戦
の
は
る
か
30
年
前
か
ら
そ
の
よ
う
な
体
制
が
出
来

上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
自
ら
の
不
学
を
恥
じ
る
ば
か

り
だ
。 

関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
虐
殺
93
年
神
奈
川
追
悼

集
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
講
演
会
の
報
告 神奈川実行委員会よりいた

だいた案内チラシ 
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武
力
蜂
起
そ
の
も
の
は
鎮
圧
し
た
が
、
こ
れ
を
教

訓
に
日
本
側
は
憲
兵
警
察
制
度
を
基
軸
と
し
た
武
断

政
治
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
準
備
さ
れ
て
い
た

レ
ジ
ュ
メ
で
は
そ
の
後
三
一
運
動
な
ど
に
繋
が
っ
て

い
く
の
だ
が
、
時
間
の
関
係
か
ら
講
演
で
は
割
愛
。 

そ
し
て
１
９
２
３
年
９
月
１
日
。
関
東
大
震
災
。
ご

存
じ
の
通
り
、
こ
の
時
、
戒
厳
令
が
敷
か
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
時
現
場
に
出
た
軍
隊
は
、
朝
鮮
「
義
兵

戦
争
」
で
「
活
躍
」
し
た
習
志
野
騎
兵
隊
や
弘
前
第

８
師
団
で
あ
っ
た
。
習
志
野
騎
兵
隊
は
、
第
14
連
隊

と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
義
兵
鎮
圧
の
た
め
朝
鮮

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。 

 

愼
先
生
は
、
こ
の
軍
の
動
き
と
朝
鮮
人
虐
殺
に
関

連
性
が
あ
る
の
で
は
？
と
指
摘
。
時
間
の
兼
ね
合
い

で
深
く
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
朝
鮮
民
族
運
動

へ
の
恐
怖
と
憎
悪
」
と
い
う
言
葉
が
レ
ジ
ュ
メ
に
は

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
関
東
大
震
災
を
契
機
に
全
国

的
に
朝
鮮
人
を
敵
視
す
る
論
調
が
広
ま
っ
た
と
青
森

の
新
聞
を
例
に
し
て
述
べ
て
い
た
。
山
口
で
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
朝
鮮
民
族
運
動
の
勃
興
を
恐
れ

た
行
政
な
り
軍
な
り
民
間
な
り
が
全
国
に
「
警
戒
」

を
呼
び
か
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

講
演
は
以
上
。
レ
ジ
ュ
メ
に
は
、
膨
大
な
資
料
が

付
い
て
い
た
。
講
演
内
容
も
事
実
と
し
て
言
え
る
こ

と
を
基
に
筋
立
て
て
述
べ
て
い
く
と
い
う
形
式
で
、

歴
史
学
者
の
立
場
を
徹
底
し
て
堅
持
し
て
い
る
と
感

じ
た
。
き
っ
と
大
学
で
も
こ
の
よ
う
な
資
料
を
学
生

に
配
り
「
証
拠
」
示
す
形
で
講
義
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
羨
ま
し
い
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
き
っ
と
学
生

は
こ
ん
な
細
か
い
資
料
を
見
や
し
な
い
と
思
っ
た
。 

 
 

か
く
言
う
私
も
こ
の
投
稿
を
書
く
ま
で
は
流
し
読
み

程
度
で
あ
っ
た
。
も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
る
。
講
演

の
冒
頭
、
学
生
に
歴
史
修
正
主
義
の
影
響
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
日
露
戦
争
は
朝

鮮
を
め
ぐ
る
帝
間
争
闘
戦
と
い
う
認
識
で
は
な
く
、

ア
ジ
ア
の
国
が
ロ
シ
ア
を
打
ち
破
っ
た
と
い
う
文
脈
。 

最
後
に
レ
ジ
ュ
メ
に
も
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
虐

殺
経
験
者
の
証
言
記
録
の
話
で
締
め
く
く
り
た
い
。 

 
 

『
関
東
大
震
災
に
於
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
の
真
相
と
実

態
』(

朝
鮮
大
学
校
、
１
９
６
３)

に
あ
る
愼
昌
範
氏

の
証
言
。
愼
先
生
の
お
じ
い
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
に
当

た
る
と
の
こ
と
。 

 

愼
昌
範
氏
は
１
９
２
３
年
の
８
／
20

に
下
関
に

15
人
の
仲
間
と
上
陸
。
恐
ら
く
仕
事
を
探
し
に
渡
日
。

８
／
30
に
上
野
泊
。
９
／
１
被
災
。
向
島
で
飯
場
を

経
営
し
て
い
る
尹
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
避
難
。
９
／
３

の
夜
、
津
波
が
来
る
と
大
騒
ぎ
に
な
り
荒
川
堤
防
へ

避
難
。
朝
方
、
武
装
し
た
自
警
団
が
襲
撃
。
朝
鮮
人

と
見
る
や
日
本
刀
や
鳶
口
で
虐
殺
。
本
人
は
抵
抗
す

る
も
日
本
刀
や
竹
槍
で
傷
つ
け
ら
れ
気
を
失
い
、「
死

体
」
と
し
て
魚
市
場
の
魚
の
よ
う
に
鳶
口
で
両
足
を

引
っ
か
け
ら
れ
、
引
き
ず
ら
れ
て
寺
島
警
察
署
の
死

体
置
き
場
に
。
そ
の
後
、
奇
跡
的
に
弟
が
発
見
。
警

察
署
に
留
め
ら
れ
た
ま
ま
、
ま
と
も
な
治
療
は
受
け

ら
れ
ず
、
ほ
ぼ
放
置
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
驚

異
的
な
体
力
に
よ
り
回
復
。
存
命
し
虐
殺
の
証
言
者

に
。 

 

若
干
調
べ
る
と
、
向
島
は
隅
田
川
と
荒
川
に
挟
ま

れ
た
地
域
で
、
日
雇
い
の
街
の
山
谷
は
隅
田
川
の
西
、

向
島
は
東
と
い
う
位
置
関
係
。
荒
川
と
は
、
荒
川
放

水
路
の
こ
と
で
、
正
に
当
時
開
削
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
に
朝
鮮
人
の
飯
場
が
あ
り
、
愼
さ
ん
ら
は

そ
れ
を
頼
っ
て
避
難
。
そ
し
て
自
警
団
が
狙
い
撃
ち

の
如
く
襲
撃
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た

の
で
は
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

今
日
の
講
師
の
愼
先
生
の
怒
り
は
い
く
ば
く
の
も

の
か
。 

 

侵
略
側
が
隠
ぺ
い
や
焼
却
と
い
う
こ
と
を
行
い
な

が
ら
無
か
っ
た
こ
と
と
に
し
よ
う
と
す
る
中
、
資
料

を
発
掘
し
相
手
に
有
無
を
言
わ
さ
な
い
形
で
突
き
付

け
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ
の
背
景
に
侵
略
さ
れ
た
側

の
憤
り
を
感
じ
る
。
ま
た
、
何
故
、
侵
略
し
た
側
で

な
く
、
さ
れ
た
側
が
こ
う
も
相
手
の
土
俵
に
立
っ
て

闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
不
条
理
で
あ
る
。 

 

口
語
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
す
ご
い
な
、
僕
も
頑

張
ろ
、
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

   
 

「
関
東
大
震
災
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
の
事
実
を

究
明
す
る
横
浜
の
会
」
は
、
こ
の
度
、
『
関
東
大
震

災
時
朝
鮮
人
虐
殺 

横
浜
証
言
集
』
を
発
刊
さ
れ
、

追
悼
集
会
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

おまけ 
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運
営
委
員
会
報
告
（
２
０
１
６
年
６
月
13
日
〜
２
０
１
６
年
９
月
23
日
） 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

【
委
員
会
開
催
】 

１
．
第
４
回 

７
月
22
日(

金) 

欠
席
１
名
。 

２
．
第
５
回 
８
月
26
日(

金) 

欠
席
３
名
。 

３
．
第
６
回 
９
月
23
日(

金) 

欠
席
４
名
。 

【
学
習
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ
】 

８
月
10
日(

水)

〜
11
日(
木) 

日
本
基
督
教
団
西
中
国
教
区
「
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
研

修
会
２
０
１
６
」 

 

【
学
習
会
等
の
開
催
】 

７
月
31
日(

土) 

夏
の
学
習
会
企
画
実
施 

【
追
悼
ひ
ろ
ば
】 

１
．
韓
国
在
住
の
美
術
家
に
よ
り
脚
本
『
ア
ボ
ジ
は

海
の
底
』
に
沿
っ
た
絵
画
を
依
頼
。 

２
．
植
栽
散
水
装
置
を
修
繕
。
垣
根
の
剪
定
実
施
。 

【
遺
骨
等
収
集
】 

１
．
政
府
交
渉
の
た
め
に
、
引
き
続
き
地
元
国
会
議

員
に
よ
り
厚
労
省
及
び
地
元
自
治
体
と
の
交
渉
経

路
の
構
築
を
継
続
。 

２
．
７
月
２
日(

土) 

大
邱
特
別
市
に
て
開
催
さ
れ

た
韓
国
遺
族
会
総
会
に
委
員
５
名
を
派
遣
。
17
名

の
検
体
を
採
取
し
鑑
定
。
14
名
分
の
解
析
結
果
を

取
得
し
た
。
遺
族
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
引
き
続
き
作

成
中
。 

【
追
悼
集
会
に
つ
い
て
検
討
】 

来
会
予
定
の
韓
国
観
音
宗
と
の
連
絡
調
整
及
び
実
施

内
容
に
つ
い
て
検
討
。
９
月
30
日(

金)

観
音
宗
来
日

打
合
せ
の
準
備
。 

【
宇
部
市
長
と
の
協
議
】 

第
31
回
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問
題
解
決
協
議
会
（
８

月
19
日(

金)

）
に
参
加
。
市
役
所
側
は
、
地
域
福
祉

課
・
教
育
委
員
会
・
国
際
政
策
課
よ
り
５
名
が
出
席
。

市
民
側
は
５
名
（
い
ず
れ
も
「
刻
む
会
」
運
営
委
員
）

が
参
加
。 

１
．
ピ
ー
ヤ
の
説
明
板
に
つ
い
て 

人
権
侵
害
に
該
当
す
る
記
述
に
関
す
る
「
異
議
申

立
書
」
を
市
教
委
会
議
に
て
取
り
扱
っ
て
い
な
い

こ
と
に
対
し
て
、
７
月
22
日(

金)

行
政
不
服
審
査

法
に
よ
る
審
査
請
求
書
を
提
出
。
８
月
26
日(

金)

却
下
通
知
。
次
の
手
立
て
を
検
討
。 

２
．
ピ
ー
ヤ
等
の
保
存 

ピ
ー
ヤ
の
史
跡
登
録
の
申
請
に
つ
い
て
、
市
教
委

が
「
所
有
者
な
し
」
を
理
由
に
取
り
扱
わ
な
い
こ

と
に
対
し
て
、 

７
月
22
日(

金) 

異
議
申
立
書
を

提
出
。
９
月
15
日(

木)

却
下
通
知
。
次
の
手
立
て

を
検
討
。 

３
．
市
民
へ
の
教
育 

「
宇
部
市
石
炭
記
念
館
」
へ
の
展
示
に
つ
い
て
、

新
た
な
提
案
書
を
提
出
。
ま
た
CG
化
を
専
門
家
と

協
議
。 

４
．
追
悼
集
会
へ
の
協
力 

次
回
追
悼
集
会
の
宇
部
市
後
援
に
つ
い
て
、
８
月

28
日(

日)

要
望
書
を
提
出
。
９
月
末
日
ま
で
の
期

限
で
回
答
待
ち
。 

５
．
「
遺
骨
等
の
収
集
と
返
還
」
「
追
悼
碑
へ
の
協

力
」
に
つ
い
て
は
時
間
が
無
く
継
続
。 

第
32
回
協
議
会
は
11
月
中
開
催
の
予
定
。
日
程
は
市

長
よ
り
の
連
絡
待
ち
。 

【
関
係
資
料
収
集
】 

紙
媒
体
資
料
と
映
像
資
料
の
い
ず
れ
も
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
行
中
。
将
来
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
解
説
し
設
置
し
て
い
く
予
定
。 

【
資
料
の
発
刊
】 

１
．
韓
国
で
出
版
さ
れ
て
い
る
長
生
炭
鉱
に
関
す
る

書
籍
二
冊
の
日
本
語
版
出
版
に
向
け
て
、
遺
族
会

を
介
し
て
著
者
と
出
版
社
と
の
連
絡
調
整
。 

２
．
当
会
創
立
25
周
年
に
当
た
り
『
記
念
誌
』
を
『
証

言
・
資
料
集
』
第
三
集
と
し
て
発
刊
を
計
画
。
内

容
を
検
討
。 

【
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
へ
の
助
成
金
停
止
問
題
】 

１
．
「
朝
鮮
学
校
を
支
援
す
る
山
口
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
参
加
協
力
し
、
毎
月
開
催
の
県
庁
前
抗
議

行
動
と
座
談
会
な
ら
び
に
下
関
市
役
所
へ
の
申
し

入
れ
行
動
に
引
き
続
き
参
加
。
チ
ラ
シ
と
HP
の
作

成
の
担
当
を
継
続
し
て
い
る
。
専
用
の
郵
便
振
替

口
座
を
設
置
。
管
理
を
担
当
。 

２
．
宇
部
市
議
会
へ
の
請
願
に
つ
い
て
『
議
会
だ
よ

り
』
報
告
に
、
市
教
委
の
憲
法
と
国
際
条
約
に
つ

い
て
の
未
検
討
発
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
９
月
８
日(

木)

修
正
の
要
望
書
を
提
出
。

文
書
で
の
回
答
待
ち
。 

３
．
同
校
に
対
す
る
寄
付
金
に
つ
い
て
、
９
月
９
日

(

金)

申
込
書
を
提
出
。 

【
他
団
体
と
の
連
携
】 

２
０
１
６
年
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
祭
お
よ
び
午

餐
会
８
月
５
日(

金)

に
委
員
を
派
遣
。 

【
そ
の
他
】 

８
．
14
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ー
・

ア
ピ
ー
ル
賛
同 
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会計報告（2016 年 6 月 1 日〜2016 年 8 月 31 日） （円） 

【一般会計】 
  科 目 年度予算 期間実績 実績累計 率 備考 
  歳入           
1 会費 360,000 92,000 366,000 101.7%   
2 寄付金 1,200,000 299,100 385,531 32.1% ※ 
3 物販 60,000 7,900 12,900 21.5%   

  証言・資料集 30,000 1,600 6,600 22.0%   
  その他 30,000 6,300 6,300 21.0%   
4 雑収入 5,000 0 0 0.0%   
5 前期繰越金 0 0 0     
6 特別会計より繰入 0 0 0     

  合  計 1,625,000 399,000 764,431 47.0%   
                歳出           
1 事務費 55,000 8,106 39,819 72.4%   
2 広報費 280,000 41,719 41,719 14.9%   
3 会議費 30,000 0 0 0.0%   
4 追悼碑管理費 10,000 2,444 3,116 31.2% 電気代、修繕費 
5 活動費 820,000 21,067 77,655 9.5%   

  学習会等 70,000 9,121 62,029 88.6% 映画上映、夏学習会他 
  追悼集会 500,000 0 0 0.0%   

  その他活動 250,000 11,946 15,626 6.3% 
韓国人原爆犠牲者慰霊祭
派遣他 

6 他団体会費等 50,000 0 10,000 20.0%   
7 雑支出 40,000 1,470 12,660 31.7%   
 手数料 20,000 1,470 7,660 38.3%   
 その他 20,000 0 5,000 25.0%   

8 予備費 40,000 0 0 0.0%   
  小  計 1,325,000 74,806 184,969 14.0%   
9 特別会計へ繰出 300,000 0 0 0.0%   

10 繰越金 0 324,194 579,462     
  合  計 1,625,000 399,000 764,431 47.0%   

※ 寄付者（敬称略） 

 市川真美恵 猪股 清子 姜 潤 華 菊池  登 金   優 木村 英人 

 斉藤美代子 坂  貞子 佐々木洋子 実国 義範 島村眞知子 田中  豊 

 崔 正 剛 辻   建 中里 仁一 林  尚志 光成 和正 三宅 冬樹 

 宮田 幸好 森居 政幸 NPO 法人 三千里鐵道 日本基督教団西中国教区 

 （その他匿名 8 名） 

会員数（2016 年 9 月 23 日現在） 

   正会員 85 名（個人 76 名・団体 9 名）／賛助会員 197 名（個人 190 名・団体 7 名）／寄付者 101 名 

 

【追悼碑特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

前年度繰越金 1,978,116         

繰入金 0   繰越金 1,978,116   

合 計 1,978,116   合 計 1,978,116   

      

【遺骨収集等特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

前年度繰越金 1,792,900   DNA 鑑定費 275,240 17 名他 

繰入金 0   繰越金 1,517,660   

合 計 1,792,900   合 計 1,792,900   

 

以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。 
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『たより』同封物 

☆振込用紙 

☆チラシ「朝鮮学校の

子ども達がピンチ

です！」 

NHK 教育 「こころの時代」（2016 年 1 月 9 日、NHK E テレ 再放送） 

文化人類学者：加藤久祚
かとうきゅうぞう

さん（本名：李
イ

九
ク

祚
ジョン

さん） 

【視聴して思ったこと】 

～長生炭鉱に関連する部分を中心に～ 

      共同代表 内岡貞雄   

・加藤久祚（李久祚）さん 1922 年生まれ。1932 年の 10 歳の時、10 歳上の二番目の兄を頼って一人で渡日、

宇部に来た（小学校 4 年）。長生炭鉱への坑木運搬を生業としていた兄と馬小屋の隣の納屋で一緒に暮らした。

1932 年といえば、長生炭鉱（頼尊淵之助会長、頼尊隼太・山田新松共同経営者）が本格的に操業した時期に

あたる。この時期、海底坑道を延長・補強する坑木が坑内に運び込まれ、炭車軌道が敷かれた水平坑道が沖合

に延びた。電車坑道（1941 年に着手） 

・1932 年頃、坑木運搬には馬車が使用され、馬は大変貴重な存在であった。山口武信・元「刻む会」代表（故

人）によれば、当時の馬付き馬車の値段は 1,000 円ほどだったという。 

・馬小屋といえば、全錫虎（チョン・ソッコ）一家のことを思い浮かべる。1942 年 2 月の事故後、新社宅（線

路近くにあったという）を追い出された一家は、浜中集会所近くの馬小屋(友人宅)で暮らすようになった。 

・長生炭鉱元労働者の秋順得（チュ・スンドク）さんの坑外図によると、坑木置き場は坑口の南一帯に置かれて

いた。また、1942 年 2 月 3 日の水没事故犠牲者の一人、中元琴二さん（享年 47 歳）は広島出身の大工さん

で、坑内の天井・側壁を坑木で覆う仕事をしていた（甥の中元寿一さん証言）。 

・10 歳の加藤久祚さんは学校から 4 時か 5 時に帰り、（弁当は貧しいため持っていくことがなかった）それから

麦飯の食事を取った。その後、山に草刈りに毎日出かけた。馬に食べさせる草をとるためだった。『ふごに鎌 あ

かぎれ手もて 飼い葉せし 馬のぬくもり 今に忘れず』（加藤久祚さん作）。 

加藤さんは馬のぬくもりに故郷のオモニのことをなつかしんだ。馬が自分になついてくれたのが本当に嬉しか

ったと言う。 

・20 歳のお兄さんは、毎日、長生炭鉱の坑内に運び入れる坑木を運んだ。その坑木の入手場所は不明だが、おそ

らく地主所有の山林から長生炭鉱まで運んで行ったと思われる。お兄さんは夕方 6 時、7 時に帰ってきた。大

変な重労働だったと想像される。 

・1945.8、日本敗戦後、シベリアに抑留（4 年 8 か月）されますが、その様子は加藤久祚「シベリア記」（潮出

版、1980 年）に書かれています。 

・加藤さんは『過去を知ることは現在を知ること』と述べられる。慶北大学（キョンブクテハッキョ）で講演を

されたが、殿平善彦さん（北海道一乗寺ご住職）が遺骨発掘で協力してもらった漢陽大学校（チョン・ビョン

ホ教授）とはどんな関係なのか、お互いにお知り合いだったらいいのにと思った。 

最後に、ゲーテの言葉『人生はいいものだ。絶望することのない人間は生きていないに相違ない。生きるという

のはとにかくいいことだ』を述べられた。とても心の籠った放送でした。放映中、長生炭鉱のピーヤも画面に出

てきました。 

追：加藤久祚さんは今年 9 月 12 日未明（日本時間）、中央アジアのウズベキスタン南部の病院でお亡くなり

になられました。94 歳でした。加藤さんは大学の学術調査顧問として現地入りされていましたが、7 日か

ら体調を崩し入院されていたそうです。心からご冥福をお祈りいたします。 

※ NHK 教育 「こころの時代」（2016 年 1 月 9 日、NHK E テレ 再放送）をご覧になりたい方は、事務局までご連絡ください。 

加藤久祚さんの講演会を

緑橋教会と共催で企画し

ていましたが、9/12 急死さ

れました。 

ご冥福をお祈りします。 

【長生炭鉱水没事故７５周年犠牲者追悼集会】 

日程変更のお知らせ 

『刻む会たより No.61』で追悼集会の日程を 2017 年 2 月 4

日(土)とお知らせしましたが、遺族会より変更したいとの申し

出があり、以下の日程に変更になりました。なお、今回は、韓

国より観音宗の方々が約８０名参列予定です。 

２０１７年２月１８日(土) 詳細は次号掲載予定です。 

 


